
家 計 調 査 報 告 （平成１８年平均） 
 
家計調査では、国民生活の実態を家計収支の面から明らかにし、様々な施策の基礎資料を得ること

を目的として、昭和２１年から総務省が都道府県を通じて毎月実施している統計調査です。 
この調査は、全国の二人以上の世帯と単身世帯（学生を除く）約 4,300 万世帯（平成 12 年国勢調

査）の中から 168 市町村約 9,000 世帯の協力を得て実施しており、本県では、高知市において 104
世帯、平成１８年２月までは大豊町、３月以降は梼原町で 13 世帯が調査対象となっています。 
 
高知市の家計収支の概要（二人以上の世帯） 
以下は、高知市の二人以上の世帯、96 世帯について、全世帯、勤労者世帯別に集計したものです。 

１ 全世帯の家計 
（１） 平成１８年の高知市の全世帯（平均世帯人員 3.03 人、平均有業人員 1.40 人、世帯主の平均

年齢 52.1 歳）の消費支出は、１世帯当たり１か月平均 296,532 円で、前年に比べ名目 2.1％
の増加となりました。また、消費者物価が前年より下落(0.3％)したことから、実質では 2.3％
の増加となりました。 

（２） 消費支出の内訳をみると、実質での減少は教養娯楽（－10.8％）とその他の消費支出（－1.0％）

だけで、それ以外の８項目は増加に転じています。なかでも保健医療（37.0％）、家具・家事

用品（12.4％）が二桁の伸びとなっています。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１　消費支出の対前年増加率の推移　　全世帯
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名目 実質

消費者物価指数変化率

消費支出
計

食  料 住　居
  光  熱 ・

水  道
家　　具・
家事用品

被服及び
履　　　物

保健医療
  交  通 ・

通  信
教　育 教養娯楽

その他の
消費支出

平成13年 298,765 69,212 24,019 18,381 11,275 13,206 10,916 31,620 9,269 30,410 80,457

平成14年 310,709 70,834 24,824 20,072 9,837 12,651 12,258 39,472 15,215 27,939 77,607

平成15年 305,077 69,710 25,566 19,318 10,207 11,691 12,137 40,306 11,120 29,115 75,907

平成16年 329,031 71,811 21,461 20,841 8,957 14,030 11,062 44,163 13,309 31,840 91,556

平成17年 290,319 63,109 20,865 18,717 8,266 11,133 9,555 35,806 11,673 30,672 80,522

平成18年 296,532 65,220 21,407 21,059 9,279 11,289 13,093 36,622 12,292 26,991 79,280

表 １　 １０ 大 費 目 の 支 出 と 動 向　　全世帯    
（単位：円）



 
（２） 平成１８年の消費支出の費目別構成比をみると、食料の占める割合（エンゲル係数）は、 

前年と比べ 0.3 ポイント増加して 22.0％となりました。また、保健医療（4.4％）が 1.1 ポイ

ント、光熱・水道（7.1％）が 0.7 ポイント、家具・家事用品（3.1％）が 0.3 ポイント、交通・

通信（12.4％）および教育（4.1％）が 0.1 ポイント上昇となりました。 
    一方、教養娯楽（9.1％）が 1.5 ポイント、その他の消費支出（26.7％）が 1 ポイント低下し、

住居（7.2％）および被服及び履物（3.8％）は前年と変わりありませんでした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 勤労者世帯の家計 
（１）  実収入 

平成１８年の高知市の勤労者世帯（平均世帯人員 3.3 人、平均有業人員 1.69 人、世帯主の

平均年齢 44 歳）の実収入は、１世帯当たり１か月平均 597,344 円で、大幅に収入が落ち込ん

だ平成１７年に比べ名目 19.9％、実質 20.1％の上昇となりました。 
実収入の中の勤め先収入のうち世帯主収入は 428,854 円で、前年に比べ増加となりました。

また、世帯主の配偶者の収入（主として妻）は 106,035 円で、大幅に増加しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成１５年 平成１６年 平成１７年 平成１８年 全　　　国

530,310 561,188 498,065 597,344 525,254

516,319 548,677 483,909 589,384 515,998

496,179 527,438 462,447 560,879 494,693

世 帯 主 収 入 395,825 440,963 370,370 428,854 431,968

世帯主の配偶者の収入 79,556 57,250 64,769 106,035 52,772

他 の 世 帯 員 収 入 20,797 29,225 27,309 25,989 9,952

2,000 1,197 1,776 3,317 2,758

18,141 20,042 19,686 25,189 18,548

13,991 12,511 14,156 7,960 9,256

他 の 経 常 収 入

特 別 収 入

表 ２　　勤 労 者 世 帯 の 実 収 入 の 推 移
（単位：円）

実 収 入

経 常 収 入

勤 め 先 収 入

事 業 ・ 内 職 収 入

図２　消費支出の構成比の推移　　全世帯
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（２） 可処分所得 
可処分所得（実収入から非消費支出を差し引いた額で、いわゆる手取り収入）は 496,563 円で、

前年に比べて名目 17.5％、実質 17.7％の増加となりました。 
なお、非消費支出（税金や社会保険料など消費者の自由にならない支出）は 100,781 円で、前

年に比べ名目で 33.7％の増加となりました。 
 

（３） 消費支出 
平成１８年の高知市の勤労者世帯の消費支出は、１世帯当たり１か月平均 340,481 円で、前年

に比べ名目 8.7％、実質 8.9％の増加になりました。 
消費支出の内訳をみると、住居で実質減少となりましたが、その他はすべて実質増加となりま

した。特に、保健医療、交通・通信、被服及び履物、その他の消費支出で二桁の大幅な伸びとな

りました。 
また、平均消費性向（可処分所得に対する消費支出の割合）は 68.6％で、前年比 7.4％の減少

となりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図３　消費支出の対前年増加率の推移　　勤労者世帯
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